
こんにちは。メディセレのしゃっちょう、児島惠美子です。

薬理学教室だった新人を薬物動態担当としたので、勉強のためと

思い、その子を連れて日本薬物動態学会に参加してきました。驚い

たのは、ポスターも特別講演も、受賞講演もすべて英語！ さまざま

な国の人も参加していました。ここ、日本ですが？ レベル高！

薬物動態学は学問として円熟期を迎えており、臨床へのコミット

もすごいと知りました。アカデミアなのにしっかりと臨床を見据え

ていました。また、薬物動態学の世界でもイメージング技術の開発

が進んでいて、現在では未変化体と代謝物を色の違いでイメージン

グする技術も開発されており、数年後には実用化され、創薬での活

用が検討されているそうです。

一方、講演の中では、有名雑誌に掲載された論文でも、薬物動態

学的理解において誤りがあって残念との話もありました。最先端を

走る先生方でさえ勘違いを起こすのが学問であり、正確に理解する

ことがいかに難しいかをあらためて噛み締めました。

ポスターもシンポジウムも製薬企業が半分を占めていました。大

学も国公立が中心。レベルの高さに驚くと同時に、ここまで英語だ

とハードルが高く、限られた学生しか参加できないだろうなと思い

ました。皆様も機会があれば参加してみてくださいね。

　Medisere（メディセレ） 代表取締役社長　児島 惠美子
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